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≪書式１≫

協 働 事 業 提 案 書

１．事業名 出張教室からひろがる温暖化を考える会

２．提案者 五十嵐　典生

３．事業の目的

・ エネルギー事情をとおして、子どもたちに地球温暖化をつたえ、新

エネルギーの理解を深めてもらい、子どもの将来と創造に貢献して

いくもの。

・ 地球環境に関するイベントや勉強会等、その要望、需要に応えるも

の。

・ 新エネルギー導入促進をすすめ、それによる生活環境の転換を促進

し温暖化をおさえる活動。

４．事業の内容

・ 新エネルギーに対する理解を深めるために、その楽しさや創造をか

きたてるため、文字や話しだけでなく、触れ遊び実体験し学んでも

らう。

・ 公共イベントへの参加：大和市民まつり、大和産業フェア等

・ 希望により学校授業への参加

・ みどりの学校等各機関の活動手段として利用してもらう。

５．提案の理由

・ 地球温暖化は止まらないものであるという事、地域性もない、また、

今のところ痛みをともなわないため、温暖化が漠然としたものにな

っている。そのため具体化して取り組んでいかねばならないと考え

たため。

・ 子どもたちにその危険性をつたえ、将来の大人たちに新エネルギー

に対する理解と、それを利用する手段などをを創造してもらいたい

と期待するため。

・ エネルギーに対する考え方、及びその利用の仕方は各々様々である

が、自然エネルギーへの理解、利用を大きなベクトルに育てるため

には、同調者を増やす事が不可欠です。そのために協働事業として

互いに協力するのが、より効果的であると考えるため。　
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６．市に期待する

　　役割

１．情報の提供・共有　　２．活動場所の提供

３．広報活動　　４．説明会等への参加　　

５．行政機関等との連絡調整

６．その他
  ご自由にお書き下さい。

　

　　環境イベントを増加。

７．事業期間 スタートより無期限

８．事業に要する

経費

・ デモンストレーション用機器　１５０，０００円

　　　　　　　　　　　　　　　（㈱ベルより寄贈される予定）

・出張教室までの運送費　　　　　　３，０００円／回

・広報用資料等作成費　　　　　　　２，０００円／回

９．事業の効果

・ 協働で事業を行うことにより活動の場が増加し、より多くの市民に

伝達する手段の増加が計れ、継続性が高まる。

・ 協働事業になれば、環境立市としての大和市の自然エネルギーへの

取組みを他市他県へアピールする事例となる。

１０．その他

・ 温暖化防止とは、予防処置をするという事です。そのため相当なが

く継続性が必要となります。その継続性を高めていくのは重要なこ

とと思います。そのための同質的職務が多くあってしかるべきと考

えます。


